
研究/活動紹介

背景
コミュニケーション能力の向上について考えるとき、言語を学

ぶことは重要です。しかし、コミュニケーション活動の６～９割
は非言語コミュニケーションによってなされるということを考慮
に入れれば、仮に言語運用能力が高かったとしても、十分なコ
ミュニケーション能力があるということにはなりません。つまり、
非言語コミュニケーションの学びはコミュニケーション能力の向
上の重要な要素と考えられるのです。

目的
様々な地域出身の人々が対話する動画を用い、非言語コミュニ

ケーション（ジェスチャー、姿勢、視線、身体的距離、人間関係
による態度の相違など）の理解に焦点を当てた授業を行います。
これにより、学生の文化的価値観や非言語コミュニケーションへ
の気づきを促進し、異文化理解を深めることを目的とします。

成果・効果や展望
現在、海外の研究者と共に、動画を作成しています。動画は、

これまでに共同研究で開発した自律型学習支援システムの「異文
化トレーニング」でも使用する予定です。動画作成は、様々な出
身地の人、そして多様な人間関係を設定したうえで参加依頼をす
るため、時間のかかる作業です。これまでに作成した動画による
模擬授業を行いましたが、参加した学生の非言語コミュニケー
ションへの気付きを非常に効果的に促すことができ、手ごたえを
感じています。今後も動画作成を継続するとともに、どのような
教育方法がより効果的なのかを探っていきます。

産学連携/地域貢献へのアピールポイント、
相談可能事項

• 地域連携活動によって多言語マップ作りを行ったり、災害時の動画撮
影などを実施したことがあります。

• 多文化共生社会へ向けての活動などを行っています。

＜開発した学習支援システム＞

ビジネスコミュニケーション学部 ビジネスコミュニケーション学科

＜お問合せ窓口＞
仁愛大学 地域共創センター ℡ 0778-43-6576 e-mail collabo@jindai.ac.jp

教授 加藤 優子 KATO Yuko

専門・活動分野 異文化間教育学、異文化コミュニケーション学

最新の研究内容

テーマ： 動画を用いた異文化コミュニケーション教育の研究

学会・経歴

・PhD (University of York, UK)
・異文化コミュニケーション学会
・異文化間教育学会
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